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下山地区データ
人 口 ４ ３４９ 人

男性 ２ １７５ 人
女性 ２ １７４ 人

世帯数 １ ６７１世帯
５月１日現在 は前年同月比

編集・発行／豊田市役所下山支所／毎月１５日発行／〒４４４ ３２３１ 愛知県豊田市大沼町越田和３７－１／
ＴＥＬ０５６５・９０・２１１１／ＦＡＸ０５６５・９０・３３４４／
地域記者を募集中！あたなの伝えたい地域情報を支所だよりに掲載しませんか！

しもやま支所だよりは豊田市ホームページからも見ることが出来ます。

▲顔出しパネル原画

三河湖観光センターのリニューアルオープンに合わせて、フォトサークル
（地域活動団体）が撮影した写真を展示するなど、地域の団体や事業者

の皆様に協力をいただきながら、情報・魅力発信を進めていきます。
三河湖を訪れる観光客に下山地区の食・体験・イベント等の情報をお伝え

して、下山地区を回遊してもらえるように促していきます。

下山地区の魅力発信拠点に

▲五平餅の由来をまとめた絵巻物風パネル
下山五平餅をよく知る先輩たちから由来を聞き取り調査して制作しました。編集は、しもやまの民話でお馴染みの中村広子さんです。

▲屋外に設置した木製ブランコ（三河湖ブランコ）
風景を切り取るフレームのように写真が撮影できます。

▲恋こいベンチ（こいこいベンチ）
二人で座ると自然と寄り添えます。

三河湖観光センターがリニューアルオープン‼(６/12)

下山地区の観光スポット「三河湖」のほとりにある三河湖観光センターが 月 日（金）にリニュ
ーアルオープンします。今回、屋外に写真スポットを整備し、未活用だった屋内スペースに新しく五平
餅の由来をまとめたパネルや顔出しパネル等を設置しました。 

写真スポット 写真スポット
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しもやまバス利用促進協議会では、今年もバス利用者の促進を図る目的とし
て、「しもやまバス乗車特典サービス」を企画しました。

この企画は、しもやまバスを利用された方に、共通クーポン券を配布し、特
典サービス協力店舗に持って行くと、「生中１杯無料」や「往復バス乗車券」
などのお得なサービスを受けることができるものです。

対象店舗や内容については、しもやまバス内に掲示してあります。
また、市のホームページからも、確認することができます。

○募集期間

※予算が無くなり次第、受付を終了します。申請を希望される方は、事前に下山支所までご相談ください。

から

○審 査 会

※第３回以降の審査日については、各申請の受付の翌月を予定しています。（下山地域会議日に同時開催）

第２回審査会 時から下山交流館 多目的ルームで実施

○応募方法

※募集要項及び申請用紙は下山支所にあります。
また、市のホームページからダウンロードすることもできます。

に記載の を下山支所へ

下山地区の公共施設や各種会合などでも取り組んでいきますので、みなさまのご協力をお願いします。

自分のために、みんなのために、できることから始めよう！ 

“しもやまバス”に乗車して、お得なサービスを受けよう！

わくわく事業とは…
地域の皆さんが地域課題の
解決に取り組む活動に対し
て、豊田市が補助金を交付
する仕組みです。 

わくわく事業の追加募集を行います！

お知らせ

新型コロナウイルスを想定した「新しい生活様式」の定着にご協力ください。

令和２年度の「香恋の里 しもやま夏祭り」は、新型コロナウイルスの影響により中止となりました。

１次募集の申請団体は９団体で、補助金申請額の合計が５００万円まで
達しませんでしたので、追加募集を行います。

ホームページ

▲共通クーポン券がご入用の方は、運転手
さんに声をかけてください。

ホームページ

地域の話題

国道３０１号沿いに、美しく整備された花壇があることを
ご存じですか？

道路沿いにあるゴミの不法投棄に困った花沢一組の有志
が、平成２０年に不法投棄パトロール隊「花いちもんめ」を
結成しました。不法投棄抑止の活動として、道路周辺の草刈
や花壇などの整備を現在まで続けています。

その効果からか、花壇周辺のゴミのポイ捨ても少なくなっ
ているそうです。代表の加川

か が わ

晶一
あきかず

さんは、「現在は５名での
活動となっていますが、こうした取組の輪が下山全体に広が
り、不法投棄が減るといいですね。」とのこと。今では車を
停めてまで、花壇を見ていただく人もいるそうです。

▲上段右が代表の加川さん。「花いちもんめ」の名称は、花沢一組
（はないち）からきています。

下山に、新たなパトロール隊が発足！ 

今年の春、下山地区で８団体目となる自主防犯活動団体
「下山パトロール隊」が新たに登録されました。

下山地区でも不審者情報を聞く中で、危機感を感じた
衣
きぬ

畑
はた

有
う

恭
きょう

さんが発起人となり、自分たちにも何かできな
いかと、同じ志を持つ職場仲間６名で発足しました。

活動は、下山全域で行い、毎月第１・３火曜日１９時か
ら２０時にパトロールを行っているそうです。

衣畑さんは、「活動を通じて地域の皆さんとコミュニケ
ーションを図りながら、下山を住みよいまちにしていきた
い。」と意気込みを語っていました。

宅地分譲地（神殿町）の交流会で地元歓迎！ ５月２３日（土）神殿集会所で、２戸２戸
作戦事業（※）への仮申込者と地元との交流
会が行われました。

出席者は仮申込者夫婦（２０代）をはじめ、
１区画目の既契約者夫婦、地元住民、移住者
の先輩などが参加。仮申込者は、現在地区外
に住んでいるが、親戚が下山におり、たまた
ま道中にあった分譲看板を見て、この事業を
知り、すぐに申し込んだとのこと。

地元は、若者からの申込みとあって大歓迎。
既に１区画目の契約が決まっているため、今
後の契約にもよりますが、２区画とも神殿町
に若者世代が移住することになります。

２戸２戸作戦とは…
山村地域の定住を進めるため、２～５区画程度の小規模な宅地分譲を行う

市の事業（神殿町の場合は２区画分）。豊田市土地開発公社が事業主体となり、
住宅用地の買収、宅地造成及び宅地の分譲を行います。

下山地区で活動する素敵な団体を紹介します！ 

美しい景観維持で、ポイ捨て抑止！ 

▲下段中央が代表の衣畑さん。下山地区外のメンバーもパトロー
ルに参加していただいているそうです。

▲地域面談の様子
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豊田市下山交流館 
開 館 時 間：午前 9 時～午後 9 時 

（図書の貸出・返却は午後 8 時まで） 
休 館 日：月曜日（祝日、振替休日を除く）・年末年始 
連 絡 先：TEL0565-91-1650/FAX0565-91-1030 

ﾎ ｰ ﾑ ﾍ ﾟ ｰ ｼ ﾞ：http://ph-toyota.jp/guide/shimoyama/
指定管理者：公益財団法人豊田市文化振興財団

令和 2 年度下山ふれあいまつりを 10 月 25 日 (日) に 
開催予定しています。地域の方の参加を募集します。 
★バザー （産直野菜、お菓子、飲食ブース、手芸品販売など）
★体 験 （手作り小物、工作、バルーンアートなど）
★展 示 （書道、字手紙、生け花、絵画、手芸など）
★芸 能 （コーラス、楽器演奏、手品、ダンスなど）
参加は無料です。当日の参加だけでなく、実行委員会、前日準備、 
片付けに参加できる方、一緒にふれあいまつりを盛り上げましょう！
参加申込みは、7月 1日(水)から 31日(金) 交流館窓口まで 

下山ふれあいまつり参加者募集 !! 

月 1 回第 4 木曜 12 時から 15 時まで 
パッチワークキルトの製作活動をされて
いるグループです。  ★現在会員数  ５人 

なごみの会 

素敵な作品に癒されます。上記の写真は、以前
のふれあいまつりの展示の様子です。 

今年も「くらふとサロン」を開催します。 
あなたの得意なこと､伝えたいことを地域の 
人へ教えてみませんか？ 
あなたのやりたい気持ち応援します！ 
開催日 通年（火曜日～日曜日） 
時  間 10 時～15 時の間 
場 所 下山交流館 
内 容 手芸・木工・革工芸・アクセサリー 

など手作り品を地域の人に教える。 
（１回で完成するもの） 

その他 ・材料費は受講者から実費徴収。
・チラシは交流館で作成します。
・講師料の支払いはありません。

お気軽に交流館までお問合せください。 

交流館休館中に、レイアウトが変わり、ゆったりと 
絵本に触れていただけるように広くなりました。 

交流館にお越しの際はぜひご覧ください。 

くらふとサロン 
参加者募集 !! 

 

▲芸 能

▲バザー

※新型コロナウイルス感染症の影響で事業が中止
や変更になる場合があります。

自主グループ紹介 

お 知 ら せ 

昨年度の 
様子 

会員募集中! 

予算総額 ３５７，５３８千円
（前年度比＋６５，８８７千円）

令和２年度 下山支所予算の概要

◆わくわく事業補助金 ５，０００千円

◆地域会議運営費 ３９９千円

◆支所管理費 ２６，５７１千円

◆地域振興事業費 １８，７７０千円

◆地域予算提案事業費 ２０，０００千円

◆地域交通推進費 ２８，９１６千円

◆地域活動推進費 ２３，４４１千円

◆観光交流推進費 ３，０００千円

◆一般観光施設費 ７００千円

◆下山基幹集落センター費 １２１，５２１千円

◆下山憩の家費 ５，９７９千円

◆香恋の里費 ７６，６６７千円

◆三河湖観光費 ７，９２２千円

◆昆虫の森費 ９５７千円

◆地域学校開放費 ２２９千円

◆下山地域体育施設費 １７，４６６千円

◆地域交通推進費
しもやまバス運行事業負担金など

三河湖園地、三河湖観光センター
施設管理など

支所施設管理、支所だより発行、
公用車更新など

◆一般観光施設費
観光看板点検委託など

◆下山基幹集落センター費
施設管理委託、修繕工事

◆下山憩の家費
施設管理委託

◆昆虫の森費
循環式トイレ管理など

◆地域学校開放費
屋外照明保守など

地域住民のまちづくり活動に対する
補助金

◆地域会議運営費
地域会議委員への費用弁償など

自治区への交付金、集会施設の改修
や備品に対する補助金など

香恋の里しもやま観光協会補助金、
廃校跡地管理

地域課題の解消に向けた地域意見
を市の施策に反映した事業

◆観光交流推進費
観光施設実態調査費など

施設管理委託、設備修繕など

トレーニングセンター、西部プール
施設管理委託

〈予算内訳〉

▲三河高原アドベンチャー

▲昭和５７年２月竣工 造

・施設の老朽化に伴う延命化
修繕工事（外壁塗装、屋根
防水、空調更新）など。

地域活動推進費

・香恋の里しもやま観光協会
への補助金

・ を契機とした観光
コンテンツリニューアル

・三河高原アドベンチャーを
はじめとした誘客事業

下山支所は引き続き、地域との共働によるまちづくり及び下山支所及び下山支所管理施設の修繕工事など
を進めてまいります。つきましては、下山支所の主な予算の使い道について報告します。

地域予算提案事業費

▲ （世界ラリー選手権）

▶しもやま住んでみりん定住促進事業

▶下山まちづくりアクションプラン策定事業

▶下山地区支障木伐採事業

▶下山観光交流促進事業

・「香恋の館」２階の郷土資料
館リニューアルや観光情報
発信の強化（写真映えなど）
を進めていきます。

・地域住民と一緒に、多様化
した課題に取り組む、次の
１０年に向けた新しい「ま
ちづくりアクション」を進
めていきます。

・自治区要望を受け、冬場の
道路凍結や見通しの悪い
道路など、交通支障の解消
を進めていきます。

・自治区と里楽暮住しもやま
会との協力体制を強化し、
新たな移住者獲得や、居住
定着への取組を進めていき
ます。
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豊田市下山交流館 
開 館 時 間：午前 9 時～午後 9 時 

（図書の貸出・返却は午後 8 時まで） 
休 館 日：月曜日（祝日、振替休日を除く）・年末年始 
連 絡 先：TEL0565-91-1650/FAX0565-91-1030 

ﾎ ｰ ﾑ ﾍ ﾟ ｰ ｼ ﾞ：http://ph-toyota.jp/guide/shimoyama/
指定管理者：公益財団法人豊田市文化振興財団

令和 2 年度下山ふれあいまつりを 10 月 25 日 (日) に 
開催予定しています。地域の方の参加を募集します。 
★バザー （産直野菜、お菓子、飲食ブース、手芸品販売など）
★体 験 （手作り小物、工作、バルーンアートなど）
★展 示 （書道、字手紙、生け花、絵画、手芸など）
★芸 能 （コーラス、楽器演奏、手品、ダンスなど）
参加は無料です。当日の参加だけでなく、実行委員会、前日準備、 
片付けに参加できる方、一緒にふれあいまつりを盛り上げましょう！
参加申込みは、7月 1日(水)から 31日(金) 交流館窓口まで 

下山ふれあいまつり参加者募集 !! 

月 1 回第 4 木曜 12 時から 15 時まで 
パッチワークキルトの製作活動をされて
いるグループです。  ★現在会員数  ５人 

なごみの会 

素敵な作品に癒されます。上記の写真は、以前
のふれあいまつりの展示の様子です。 

今年も「くらふとサロン」を開催します。 
あなたの得意なこと､伝えたいことを地域の 
人へ教えてみませんか？ 
あなたのやりたい気持ち応援します！ 
開催日 通年（火曜日～日曜日） 
時  間 10 時～15 時の間 
場 所 下山交流館 
内 容 手芸・木工・革工芸・アクセサリー 

など手作り品を地域の人に教える。 
（１回で完成するもの） 

その他 ・材料費は受講者から実費徴収。
・チラシは交流館で作成します。
・講師料の支払いはありません。

お気軽に交流館までお問合せください。 

交流館休館中に、レイアウトが変わり、ゆったりと 
絵本に触れていただけるように広くなりました。 

交流館にお越しの際はぜひご覧ください。 

くらふとサロン 
参加者募集 !! 

 

▲芸 能

▲バザー

※新型コロナウイルス感染症の影響で事業が中止
や変更になる場合があります。

自主グループ紹介 

お 知 ら せ 

昨年度の 
様子 

品販売など）

会員募集中! 

予算総額 ３５７，５３８千円
（前年度比＋６５，８８７千円）

令和２年度 下山支所予算の概要

◆わくわく事業補助金 ５，０００千円

◆地域会議運営費 ３９９千円

◆支所管理費 ２６，５７１千円

◆地域振興事業費 １８，７７０千円

◆地域予算提案事業費 ２０，０００千円

◆地域交通推進費 ２８，９１６千円

◆地域活動推進費 ２３，４４１千円

◆観光交流推進費 ３，０００千円

◆一般観光施設費 ７００千円

◆下山基幹集落センター費 １２１，５２１千円

◆下山憩の家費 ５，９７９千円

◆香恋の里費 ７６，６６７千円

◆三河湖観光費 ７，９２２千円

◆昆虫の森費 ９５７千円

◆地域学校開放費 ２２９千円

◆下山地域体育施設費 １７，４６６千円

しもやまバス運行事業負担金など

三河湖園地、三河湖観光センター
施設管理など

支所施設管理、支所だより発行、
公用車更新など

観光看板点検委託など

施設管理委託、修繕工事

施設管理委託

循環式トイレ管理など

屋外照明保守など

地域住民のまちづくり活動に対する
補助金

地域会議委員への費用弁償など

自治区への交付金、集会施設の改修
や備品に対する補助金など

香恋の里しもやま観光協会補助金、
廃校跡地管理

地域課題の解消に向けた地域意見
を市の施策に反映した事業

観光施設実態調査費など

施設管理委託、設備修繕など

トレーニングセンター、西部プール
施設管理委託

〈予算内訳〉

▲三河高原アドベンチャー

▲昭和５７年２月竣工 造

・施設の老朽化に伴う延命化
修繕工事（外壁塗装、屋根
防水、空調更新）など。

地域活動推進費

・香恋の里しもやま観光協会
への補助金

・ を契機とした観光
コンテンツリニューアル

・三河高原アドベンチャーを
はじめとした誘客事業

下山支所は引き続き、地域との共働によるまちづくり及び下山支所及び下山支所管理施設の修繕工事など
を進めてまいります。つきましては、下山支所の主な予算の使い道について報告します。

地域予算提案事業費

▲ （世界ラリー選手権）

▶しもやま住んでみりん定住促進事業

▶下山まちづくりアクションプラン策定事業

▶下山地区支障木伐採事業

▶下山観光交流促進事業

・「香恋の館」２階の郷土資料
館リニューアルや観光情報
発信の強化（写真映えなど）
を進めていきます。

・地域住民と一緒に、多様化
した課題に取り組む、次の
１０年に向けた新しい「ま
ちづくりアクション」を進
めていきます。

・自治区要望を受け、冬場の
道路凍結や見通しの悪い
道路など、交通支障の解消
を進めていきます。

・自治区と里楽暮住しもやま
会との協力体制を強化し、
新たな移住者獲得や、居住
定着への取組を進めていき
ます。
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子どもたちに語り継ぎたい

しもやまの民話
その百二十三
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